平成２０年９月２２日（月）午前１１時３０分

舛添厚労大臣宛て「意見書」提出・衆議院議員金田誠一先生

報告　
1、 会見は一階の会議室

2、 原告・マスコミはシャトアウト

3、 厚労省側からの出席者

　　歯科保健課長補佐―古川康之氏（新任）

　　　　　歯科衛生係―青木　仁氏

4、 約１５分の会見内容

金田先生

これまでの政治家としての関与を金田先生側から説明。（主に書面）

特に「１７年通達」が発出される以前から脇本氏らよりの強い依頼で、前任の田口課長補佐を部屋に招聘し、二度にわたって意見交換をし、

真摯な対応を約束したにもかかわらず、一方的に「通達」が出された。

その時も、それ以降も一貫して、患者の安全のために早急に実態調査を進言してきた。

この４月から研究費予算として計上し「実態調査」を始めたようだが、推移と経過のご説明を願いたい。

これほど歯科医療業界にも、国民にも、不安要素を与えている現状の海外委託は、即刻止めさせるべきである。

厚労省

新任であるので一切分かりかねる。

前任の者とまだ仔細の引継ぎが成されていない。

係争中につき内容については、法務省から他言を禁じられている。

大臣にはお預かりした「意見書」はお渡しします。

所見―１１時に地下鉄を降りて一階のロビーに上がったらすでに

　　　TBSテレビ、テレビ朝日、日本歯科新聞、テレビ東京、

デンタルトリビューン、方が待ち構えていた。

一足遅れて田辺功先生も来られた。すごいメンバーに驚く。

皆さん、金田先生の「最後の仕事」に感じ入ってくれたそうです。

谷口眞弓秘書がきて、書類を配布し、会見シャットアウトが伝えられ

テレビ関係は「２６日を楽しみに」と帰った。申し訳なかった。

田辺先生曰く、「まるで北朝鮮だねこりゃ」。

金田先生雨の中本当にありがとうございました。感謝！感謝！　　脇本

